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「あたたかな人間関係づくり」を基盤とした教育活動の推進
～「自分大好き」「友達大好き」な児童の育成～

やらされる授業からの脱却を目指した授業研修を

２学期、いよいよ授業研修が本格的にスタートします。
上記の雑誌記事に触れられている２年目教師Ａと１０年目教師Ｂとの対比。指導技術としての力量より

も、むしろ「子どもの考え」に耳を傾け、「子どもが主語」の授業づくりを行おうとする教師としての
「器」にスポットがあたっています。
また、本記事の注目すべきところは、器の大きな若年教師を育ててきた(指導技術は高いが教師主導の

授業を行う教師を育てきた)授業研修における同僚教師の関わりに目が向けられていることです。
子どもの「やりたい・知りたい・できるようになりたい」という思いが出発点の授業となっているか、

それぞれの考えや方法、個に応じた追究ができるよう「自己選択・自己決定」の場面が保証されているか、
「考えを発表したり認め合あえる」ような授業のつくりになっているか、経験年数に関わらず、お互いに
切磋琢磨していけるような授業研修を目指していきましょう。
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「自分の考え」を創る教具の準備 頭を合わせて考える場 学習に没頭できる学びの場


